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■利用促進WGの目指す成果と活動

◆ 利用促進ＷＧの目指す成果

• 平成１８年３月までに、全ての都道府県において
研究開発が実施される（利用申請が行われる）こと

◆ 利用促進ＷＧの活動

(1) 可能な限り早期に、特定地域を対象とした利用促進活動を検討・展開し、
ＪＧＮⅡプロジェクトの立ち上げやイベント運営を支援する。

(2) 得られた活動の成果やノウハウ等については、適宜利用促進部会等を通
じて共有を図り、他の地域についても同様の展開を行う。

(3) 利用促進活動としては、他地域における研究事例・テーマや研究協力者
の紹介、研究資金制度等の紹介、イベントの実施支援など、利用促進の
ために有効と考えられる活動をＷＧメンバ自ら、あるいは協力者を募っ
て実施することとする。



3

■利用促進WGの具体的活動とＷＧ開催概要
◆ WGの具体的な支援活動

日時 場所 議論の概要

第１回 平成17年1月17日
（月）12:00-13:00

リーガロイヤル
ホテル大阪
蘭の間

三菱総合研究所

会議室

ＪＧＮⅡ利用の現状、効果的な利用促進方策に関す
る議論

第２回 平成17年3月17日
（木）10:00-12:00

ＪＧＮⅡを利用した研究について利用申請する機関が

ない地域（当時８県）における効果的な利用促進方策に
ついての議論

特定地域支援に関する具体的なWGアクションの決定

• 全２回の利用促進ＷＧが開催された。
• 第２回ＷＧにおいて決定された、特定地域（８地域）支援に関する具体的なＷＧアクション
は以下の通り。

− 特に強い支援の必要な地域（群馬県、新潟県、徳島県、島根県の４県）における
潜在ユーザ・総合通信局・ＷＧメンバによる意見交換会開催

− その他支援の必要な地域（栃木県、長野県、熊本県、沖縄県の４県）における
継続的なモニタリングの実施

WG開催概要
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■活動の成果（１）特定地域の支援
◆ 特定地域に対するＷＧの取り組みと利用申請の最終状況

特定地域（８地域）のうち、７地域からは利用申請があり、１地域は今年度中の利用申請がなされる見込
みとなった。

特定地域に対するＷＧの取り組みと利用申請の最終状況 （2006年1月10日時点）

地域 WGの取り組み 利用申請の最終状況

群馬県 ＷＧ訪問による関係者ミーティング
具体的な共同研究テーマの提案

群馬大学より利用申請あり、「インターネット広域観測による次世
代攻撃検知技術に関する研究開発（JGN2-A17041）」その他1
件利用申請予定。

栃木県 宇都宮大学との意見交換 宇都宮大学では、イベントの映像受信などの実績を有する。愛
媛大学との利用申請（２月予定）に向けて準備中。

新潟県 ＷＧ訪問による関係者ミーティング 新潟大学より利用申請複数有。現在3件利用中。
長野県 （定期的モニタリング） 塩尻市松本市より利用申請有。現在2件利用中。
島根県 ＷＧ訪問による関係者ミーティング 松江高専より利用申請あり。「高専間の大容量教育コンテンツ配

信実験（JGN2-A17020）」
徳島県 ＷＧ訪問による関係者ミーティング 徳島大学より利用申請あり。｢分散リソース配信処理に関する研

究（JGN2-A17035）」他にも1件利用申請予定。
熊本県 （定期的モニタリング） 熊本大学と熊本県工業技術センターより利用申請有。

「分散クラスタ計算機環境における大規模CAE遠隔解析（JGN2-
A17017）」

沖縄県 （定期的モニタリング） 琉球大学より利用申請あり、「工業系高等学校におけるIPv6を
用いたユビキタス社会実験研究（JGN2-A16026）」 （佐賀大学が
代表のプロジェクトに参加）他にも1件申請予定。
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■活動の成果（２）活動成果やノウハウの共有
◆ 活動成果やノウハウの共有

ＷＧの活動成果やノウハウは、利用促進部会、地域協議会における会合、総合通信局テレ
ビ会議等で報告し、関係者間の情報共有を図った。

会議名 日時 内容

近畿ＪＧＮⅡ利用促進部会 平成17年6月16日 ・JGN／ＪＧＮⅡプロジェクトの事例紹介
東海ＪＧＮⅡ利用促進部会 平成17年7月6日 ・利用促進WGの活動により明確になった課題と

JGNⅡ利活用促進策
・JGN ／ＪＧＮⅡプロジェクトの事例紹介

東海JGNⅡ推進協議会 平成17年11月7日 ・JGN ／ＪＧＮⅡプロジェクトの事例紹介
・東海における取り組みに関連した研究の紹介

第４回利用促進部会 平成18年1月18日
第３回利用促進部会 平成17年7月27日 ・利用促進WGにおける利用促進活動の紹介

・JGNⅡ利用事例紹介

総合通信局テレビ会議 1～2ヶ月に1回開催 ・利用促進WGにおける利活用促進策の紹介と成
果の報告

WG活動成果やノウハウの共有状況
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■活動の成果（３）その他の利用促進に関わる活動
◆ その他の利用促進に関わる活動

その他、事務局が中心となって、下記のような利用促進に関わる活動を行った。

利用促進に関わる活動

ＪＧＮⅡの利用申請
支援

早稲田大学・三菱総合研究所との共同研究において、群馬大学への参加を呼び
かけ、JGNⅡ利用申請までの支援を行った。

イベント支援 全国で開催されるJGNⅡ関連イベント（研究推進ワークショップ等）における支援
を行った。

広報活動および
広報資料の充実

総務省の競争的資金制度「SCOPE」の説明会に併せ、NICTテストベッド推進室
でＪＧＮⅡの概要」の説明を行った（資料：みんなのJGNⅡネットワーク！）。また、
合わせて各総合通信局と今後の利用促進活動についての打合せを行った。

総合通信局勉強会 総務省と連携し、総合通信局の実務担当者会議にてJGNⅡに関する勉強会を開
催した（平成17年12月8日～9日）。内容はJGNⅡの概要、技術の基礎知識、イベ
ント利用の基礎知識、JGNⅡのアクセスポイントの視察、簡易な実習等。

広報用DVD作成 ＪＧＮⅡの広報用ＤＶＤの作成準備中である。
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■今後の利用促進WG活動とスケジュール
◆ 今後の利用促進ＷＧ活動とスケジュール

• 平成17年度中に全ての都道府県から利用申請がなされた時点で、今年度の利用促進
WGはミッションを果たしたとして活動を終える。
• 平成18年度については、JGNⅡの利用促進に関する新たな課題に対して取り組む利用
促進WGを新たに立ち上げる。
• 平成１７年度内にWGのミッション、メンバ等を事務局において選定し、平成１８年４月の
新WG立ち上げを目指す。

平成17年度 平成18年度

現
WG

新
WG

1月 2月 3月 4月 5月 6月

支援プランの実行
目標達成時点で
活動終了

（WGミッションとメンバの
検討・WG立ち上げ準備）

WG立ち上げ
第１回WG開催
WG活動方針の決定

具体的活動



8

■今後の利用促進WG活動のミッション（案）
◆ 今後の利用促進ＷＧ活動のミッション（案）

• 現時点で想定しているミッションは以下の通りである。

研究開発プロジェクトに対する支援
− 課題の把握と具体的支援策の検討

地域における特色ある利用の促進
（例）
− 事業化、起業の支援
− 自治体や企業におけるJGNⅡの利用促進

JGNⅡ広報活動
− 広報資料の作成・公開
− 地域協議会における情報提供 等

なお、これらの利用促進WGの支援活動については、別途検討する優秀プロジェ
クトの表彰を念頭に置きながら推進する。


